








第２回びわ湖フォーラム報告

５

種の遺伝的多様性保全にむけて
びわ湖の生物多様性保全の新たな視点

　2007年3月5日、当センターのエコホワイエで第

２回びわ湖フォーラム「びわ湖の生物多様性保全

の新たな視点－種の遺伝的多様性保全にむけて－」

を開催しました。市民や行政関係者など、のべ

155名が参加し、生物多様性のなかで、これまで

あまり考慮されることのなかった「種の遺伝的多

様性」保全の重要性について議論しました。主な

講演内容を紹介します。

●特別講演「生物多様性とその保全の視点」

○東京大学大学院農学生命科学研究科・

　　　　　　　　　　　　　　鷲谷いづみ教授

　「生物多様性とは、単なる生物学用語ではなく、

自然、地球環境、地域の環境と、人の関係を今後

どうしていけばよいかを考える上での手懸かりを

与えてくれるものと言ってよい。生物多様性は、

人の暮らしに必要となる資源の提供や気候の制御、

土壌の形成など、『生態系サービス』と呼ばれる

さまざまな利益をわたしたちにもたらしてくれる。

私たちの生活は『生態系サービス』を前提として

おり、それが安定的に提供され、後の世代にも末

永く提供されるよう、生態系を管理していく必要

がある。『生態系サービス』のバランスよい利用

のための指標、いわば行司役が生物多様性だと考

えている。」

●パネルディスカッション

  　 「びわ湖の生物多様性保全の新たな視点

　   　  －種の遺伝的多様性保全にむけて－」

○近畿大学大学院農学研究科・細谷和海教授

　「固有性の保全を考えるときに、その進化的背

景を重視すべきである。生物の多様性には、生態系、

種、遺伝子の３つのレベルがあるが、私たちは、

種に目がいってしまい、遺伝子のレベルまで目が

むけられていない。しかし多様性の基本的な階層

構造は遺伝子を底辺としている。例えば、ニゴロ

ブナは少なくとも遺伝的に３つの集団があるが、

その特性を十分に考慮した種苗放流を行わないと

遺伝的固有性が失われ、種苗放流が逆効果になる

可能性もある。私たちがやらなければならないこ

とは、生物が自律的に増えられるような環境を整

備することだと理解すること。これによって、び

わ湖の淡水魚も同時に保全されるだろう。」

○センター・金子有子主任研究員

　「種内の遺伝的多様性には離れた集団間に見ら

れる遺伝的変異と一集団内に見られる遺伝的変異

がある。集団内の遺伝的多様性はヨシ群落保全区

域内の集団よりも指定区域外の集団で高く、びわ

湖本湖の集団よりも内湖の集団で高く、びわ湖地

域集団よりも他の国内主要ヨシ集団で高かった。

びわ湖のヨシを自己持続的に長期存続させるには、

有性繁殖の条件整備や少数親由来の苗によらない

植栽とそのための制度作りが望まれる。また、異

なる倍数体の混在や地理的に近いびわ湖・宇治間

の交配でも結実率の低下が見られたことなどから、

地理的距離を指標とした遺伝系統の判断は必ずし

も妥当でないと考えられる。」

○びわ湖自然環境ネットワーク・寺川庄蔵代表

　「2003年より市民によるびわ湖の水辺回復の取

り組みを大津市中浜（旧志賀町）で始めた。自然素

材を活用してヨシを植えてきた。ヨシ苗は現地産

のものとし、遺伝的系統を尊重している。始めは

現地のそばのヨシを掘り起こし、その後は現地の

ヨシ種子から苗を育てた。まず、ヨシ生育への波

の影響を押さえるために間伐材と柴で消波堤を築き、

ヨシ苗を竹筒に入れて湖岸に植えた。はじめは消

波堤が冬の嵐などで壊されたためにヨシは全く根

付かなかったが、消波堤を頑丈にしていくことで

ヨシも徐々に根付きはじめてきている。2005年か

らは水資源機構とともに東近江市栗見新田（旧能登

川町）でヨシの植栽に取り組み、成果が出ている。」

○東京大学・鷲谷いづみ教授(コメンテーター)

　「日本では植えたり放流したりすることは環境

を守ること、と考えられて善意で行われてきたが、

そのことが自然にとって逆効果となることもある。

専門家と相談して進めてほしい。」

○センター・西野麻知子総括研究員(コーディネーター)

　「びわ湖の固有種をはじめとした生態系をどう

守っていくかを考える時、生物多様性保全という

視点が重要で、今後、遺伝的多様性も視野に入れ

た保全のあり方を考えていかなければならない。

センターを始め関係機関の専門家を活用して、活

動を進めていくとよい。」
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